


自 2023年８月１日　至2024年7月31日 当期純損失　167,795,574円



【個 別 注 記 表】

1 この計算書類は、 「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。

2 重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 重要な会計方針

①資産の評価基準及び評価方法

有価証券の評価基準及び評価方法

移動平均法による原価法により評価しております。

棚卸資産の評価

② 固定資産の減価償却の方法

定率法によっております。

ただし、 平成10年4月1日以後取得建物については、 定額法によっております。

③繰延資産の処理方法

④ 引当金の計上基準

貸倒引当金 ： 一般債権について法人税法の規定による法定繰入率の範囲内で

計上しております。

破産更生債権等について法人税法施行令の規定による繰入限度額を

計上しております。

⑤外貨建資産及び負債の本邦通貨への換算基準

⑥収益及び費用の計上基準

⑦ 消費税の経理方法

税込経理によっております。

(2)会計方針の変更

J

3 貸借対照表等に関する注記

(1)受取手形の割引高・裏書譲渡高

裏書高

割引高

(2)担保の用に供されている資産

円

円

(3)有形固定資産の減価償却累計額

建物 32,288,162円

建物附属設備

構築物

機械装置

工具器具備品

4, 511, 675円

67, 124, 228 F9 

155,812,725円

7,986,537円

車輌運搬具 112,155,398円

(4)関 係会社に対する金銭債権債務

①金銭債権 円

② 金銭債務 円

(5)取締役、 監査役に対する金銭債権債務

①金銭債権 円

② 金銭債務 円

(6)リース契約により使用する重要な固定資産
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【個 別 注 記 表）

4損益計算書に関する注記

(1) 関係会社との営業取引による取引高

(2)関係会社との営業取引外による取引面

円

円

5株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 当該事業年度末日における発行済株式の数

600 株

(2)当該事業年度末日における自己株式の数

株

(3)当該事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項

(4)当該事業年度の末日後に行う剰余金の配当に関する事項

(5)当該事業年度の末日における、 発行している新株予約権の目的となる株式の数

株

6 関連当事者との取引に関する注記

7 1株当たり情報に関する注記

(1) 1株当たり純資産額

1,248,838.93 円

(2) 1株当たり当期純利益金額

-279,659.29 円

8 重要な後発事象に関する注記

9 その他の注記

F決14-R01




